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■地域別構想編 １ 地域別のまちづくり方針 3



 ■土地利用【菊鹿】
面積 割合

（ha） （％）

農地 1,607.7 20.8

森林 5,662.5 73.0

荒地 59.5 0.8

建物用地 326.6 4.2

その他の用地 21.3 0.3

水辺 68.2 0.9

合計 7,745.8 100.0

出典：土地利用細分メッシュ（国土数値情報
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１-1 菊鹿地域 1）地域の概況と課題 4

【概況】
・山鹿市の東部、菊池市との市境、大分県との県境に位置し、

地域の73％は八方ヶ岳を中心とした森林が占め、矢谷渓谷な
ど自然が豊かな地域であり、上内田川・木野川流域の限られ
た平地に農地や集落が形成されています。

・令和2年時点で市全体の11％程度の5,303人が居住する地域で
すが、人口は減少傾向にあり、高齢化率が44.7％と地域活力
の低下が伺えます。

・本地域に都市計画区域は指定されていません。
・基幹産業である農林業の担い手が不足し、農地や山林の荒廃

が進んでいます。
・山間部に位置する本地域は、土砂災害のリスクが高くなって

います。
・本地域に国道はなく、幹線道路である県道を市道が補完し道

路網が形成されていますが、市の中心部と直接結ぶ幹線道路
はありません。

・矢谷渓谷や菊鹿温泉、鞠智城跡などの資源を有し、自然体験
や観光交流、地域活力の向上にかかる取組が進められていま
す。

・鞠智城跡では国営公園化を目指し、熊本県や菊池市、関係団
体と連携し知名度向上のため普及啓発事業などを実施してい
ます。

①地域の概況等

（素案：p72）



 

ア．日常的な買い物の利便性

イ．就業の場・機会の充実度

ウ．日照・静けさ・景観

など住環境

エ．自然・緑の豊かさ、

美しさ

オ．地域間を結ぶ幹線道路の利便性

カ．身近な生活道路の利便性

キ．歩行者に対する交通

安全対策

ク．公共交通（バスなど）

の利便性

ケ．自転車の走りやすさ

コ．公園やスポーツ施設

の充実度

サ．生活排水（下水等）

の充実度

シ．河川の安全性や親しみやすさ

ス．公共施設の充実度

セ．自然災害に対する安全性

ソ．防犯に対する安心感

タ．歴史・文化資源の豊かさ

チ．高齢者・障がい者の

暮らしやすさ

ツ．コミュニティ（近所づきあい等）

テ．総合的にみた地域の住みやすさ
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居住地域の「満足度」「重要度」の散布図 【菊鹿地域】

【維持領域】

現状の施策を

維持していく

【強化領域】

現在の施策を

より強化・推進

していく

【見直し領域】

施策を見直し、新たな

施策を展開していく

【検討領域】

施策内容を検討し、

状況に応じて強化、

又は見直しを図る

※満足度と重要度の数値は、各設問の「満足・重要」を2点、「やや満足・やや重要」を1点、「どちらでもない」を0点、「やや不満・あまり重要でな

い」を-1点、「不満・重要でない」を-2点として算出した得点の平均である

低い ← 【満足度】 → 高い

高
い

←

【
重
要
度
】

→

低
い

1-1 菊鹿地域 1）地域の概況と課題 5

【住民意向】
・菊鹿地域の「満足度」「重

要度」に関する地域住民の
意向をみると、満足度が低
く重要度が高い「強化領
域」に6項目が属しており、
その中でも「公共交通（バ
スなど）の利便性」「日常
的な買い物の利便性」は、
より施策の強化・推進が求
められています。

（素案：p73）

 
赤囲み：強化領域の中でも“より強化・

推進”が求められるもの 

資料：R4.7市民意向調査（アンケート）



1-1 菊鹿地域 1）地域の概況と課題 6

【地域の魅力】
・日常生活を支える生活利便施設を整え、穏やかで潤いのある持続可能な地域づくりを進めることが

重要です。
・基幹産業である農林業の振興を図りつつ、豊かで良質な自然環境や歴史・文化を保全・活用し、地

域活力や観光交流の増進に展開していくことが重要です。特に鞠智城跡や菊鹿ワイナリーなどの資
源の有効活用を図り、積極的に情報発信することが重要です。

・スローライフなど多様化するニーズに適応した交流や暮らしの場づくりが重要です。

【暮らし】

・豊かな自然環境と融合した、持続可能でコンパクトなまちづくりが重要です。
・農林業の振興及び居住環境の確保の双方の観点から、土地利用のマネジメントが重要です。
・日々の暮らしの質を維持するため、居住環境の整備などが重要です。
・都市拠点や地域拠点とのアクセスの充実が重要です。

②地域の主要課題

（素案：p73）



1-1 菊鹿地域 2）地域づくりの目標 7

（素案：p74）

 
 歴史・文化と自然を育み、交流が芽生える地域“きくか” 

 ◆活発な交流を生み出す地域づくり 
鞠智城跡や矢谷渓谷など豊かな歴史文化や自然環境の保全・活用により、

地域活力や観光交流を増進し、市内外の人々の交流の芽生えとなる地域づ

くりを進めます。 

 ◆豊かな自然環境と生活が共生する地域づくり 
地域の７割を占める山林や上内田川・木野川、矢谷渓谷など豊かな自然

環境を保全するとともに、これらの恵みを享受しつつ、生活の利便性確保、

連携強化及び居住環境の整備などを図り、交流の芽生えとなる地域づくり

を進めます。 



1-1 菊鹿地域 3）地域づくりの方針 8

【生活拠点】
・菊鹿市民センター周辺は、地域の日常生活を支える生活拠点として、既存ストックを有効活用しな

がら、公共サービス機能や生活利便施設の維持・向上に努め、持続可能でコンパクトな地域づくり
を進めます。

【交流核等】

・矢谷渓谷やアイラトビカズラ、良質な温泉、あんずの丘などの自然的財産、鞠智城跡や隈部氏館跡、
条里制跡などの歴史的財産について、景観など地域環境と一体となった保全を図るとともに、これ
らの地域内連携、都市拠点など山鹿市全体との連携を強化することにより、地域活力の向上や観光
交流機能の充実を図ります。

・特に鞠智城跡は、国営公園化を目指した期成会をはじめ、熊本県や菊池市などの関係団体とも連携
した様々な取組により、引き続き市民の国営公園化に向けた機運の醸成に努めます。

【産業】

・農林業従事者、地域住民、関係機関、行政が連携して農林業の活性化に積極的に取り組みます。
・6次産業化等による地域農産物等の販売を強化し、地産地消の推進、農業経営の活性化を図ります。

①活発な交流を生み出す地域づくり

（素案：74）



1-1 菊鹿地域 3）地域づくりの方針 9

【土地利用】
・営農環境の保全と良好な居住環境の形成の両立に向けて、各種法規制による適正な土地利用の誘導

を図ります。
・営農環境の維持・向上を図るとともに、豊かな自然が織り成す良好な景観を守るため、住環境と調

和した土地利用を誘導しながら、優良農地の保全・整備を図ります。
・耕作放棄地の発生抑制を図るとともに、人口減少・高齢化がもたらす影響を見越しながら、土地の

利用・管理のあり方を検討します。
・訪れる人が自然とふれあい、安らぎを感じることができる空間として、矢谷渓谷をはじめとする豊

かな自然環境の保全・活用を図ります。
・人々に安らぎを与え景観にも優れた番所地区の棚田については、積極的に保全を図り、地域住民に

よる継承を支援します。
・水源かん養、治山をはじめとする防災対策など、森林が持つ多面的機能の維持・増進を図るため、

森林地域の保全・整備を図ります。

②豊かな自然環境と生活が共生する地域づくり

（素案：p75）



1-1 菊鹿地域 3）地域づくりの方針 10

【都市基盤施設等】

・居住環境の改善や交流促進に向けて、幹線道路をはじめとした道路の維持・整備を推進します。
・拠点へのアクセス向上や地域防災の観点からも、狭隘道路の改善、歩車分離の道路整備を進めます。
・路線バスやあいのりタクシーなど、地域の実情に応じた公共交通の充実を目指します。
・モビリティ・マネジメントやＭａａＳなど新たな公共交通に関する考え方を取り入れつつ、ＡＩや

ＩoＴなど今後の技術革新を視野に入れ、高齢化や過疎など地域が抱える課題に対応した公共交通
のあり方を検討します。

・農業集落排水事業の区域外においては、合併処理浄化槽設置を促進します。
・地域住民の安全で良質な飲料水を確保するため、公営水道区域では水道施設の点検及び更新計画を

進め、公営水道の未普及地域では各組合が管理する小規模水道施設の整備に対する支援を行います。
・公共施設等の長寿命化を計画的に進め、機能拡充など効果的な整備についても検討します。
・山間部に位置し、土砂災害のリスクが高いことから、治山・治水を推進するとともに、開発規制や

建築物の構造規制、警戒避難体制の整備などを推進します。
・公共施設等の耐火・耐震、防災機能の充実を図るとともに、防災訓練及び講習会などを通じて地域

住民の防災意識の向上を図るなど、自助・共助・公助の連携による地域防災体制の構築・強化を促
進します。

【地域コミュニティ】

・菊鹿防犯パトロール隊や菊鹿さきもり隊による地域活動、鞠智城跡の景観形成など、地域特性や
ニーズに応じた質の高い地域づくりを進めるため、住民参画を積極的に促すほか、住民主体の活動
支援、新たな仕組みづくり、連携強化などを図ります。

（素案：p75・76）



1-1 菊鹿地域 ■地域づくり方針図（菊鹿地域） 11

①活発な交流を生み出す地域づくり

【生活拠点】
・持続可能でコンパクトな地域づくり

【交流核等】
・景観など地域環境と一体となった保全

・連携強化による地域活力の向上や
観光交流機能の充実

・国営公園化に向けた機運の醸成
【産業】
・農林業の活性化

・地産地消の推進、農業経営の活性化

②豊かな自然環境と生活が共生する地域づくり

【土地利用】
・適正な土地利用の誘導
・優良農地の保全・整備
・土地の利用・管理のあり方の検討

・豊かな自然環境の保全・活用
・番所の棚田の積極的な保全、地域住民に

よる継承
・森林地域の保全・整備

【都市基盤施設等】

・道路の維持・整備、狭隘道路の改善など
・公共交通の充実やあり方検討
・合併処理浄化槽設置の促進
・水道施設の点検及び更新計画、小規模水道

施設の整備支援
・公共施設等の長寿命化
・治山・治水、開発規制や建築物の構造規制、

警戒避難体制の整備
・地域防災体制の構築・強化

【地域コミュニティ】
・住民参画、住民主体の活動支援、新たな

仕組みづくり、連携強化

（素案：p77）



 ■土地利用【鹿本】
面積 割合

（ha） （％）

農地 1,185.8 67.5

森林 40.8 2.3

荒地 0.0 0.0

建物用地 359.3 20.4

その他の用地 32.4 1.8

水辺 139.9 8.0

合計 1,758.1 100.0

出典：土地利用細分メッシュ（国土数値情報
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１-2 鹿本地域 1）地域の概況と課題 12

【概況】
・山鹿市の南東部、菊池市などとの市境に位置し、菊池川流域

の水の恵みを受け、地域の大部分が平坦地となっています。
・令和2年時点で市全体の16％程度の7,695人が居住しています。

人口は減少傾向にありますが、他の地域に比べ最も減少率は
低くなっています。高齢化率は36.1％と地域活力の低下が伺
えます。

・本地域に都市計画区域は指定されていませんが、山鹿地域と
の土地利用の連坦性は高く、国道325号沿道を中心に住宅地
の開発、商工業施設の立地が進んでいます。

・基幹産業である農業の担い手が不足し、農地の荒廃が進んで
います。

・東西に走る国道325号を県道・市道が補完し道路網が形成さ
れています。

・道の駅水辺プラザかもとでは、農産物の取り扱いを通じて、
基幹産業である農業の活性化、交流の促進などが進められて
います。

・来民商店街には、妻入り型の商家や白壁土塀が残っているな
ど、歴史的風情を感じることが出来ます。

①地域の概況等

（素案：p78）



 

ア．日常的な買い物の利便性

イ．就業の場・機会の充実度

ウ．日照・静けさ・景観

など住環境

エ．自然・緑の豊かさ、

美しさ

オ．地域間を結ぶ幹線道

路の利便性

カ．身近な生活道路の利便性

キ．歩行者に対する交通安全対策

ク．公共交通（バスなど）の利便性

ケ．自転車の走りやすさ

コ．公園やスポーツ施設

の充実度

サ．生活排水（下水等）の

充実度

シ．河川の安全性や親しみやすさ

ス．公共施設の充実度

セ．自然災害に対する安全性

ソ．防犯に対する安心感

タ．歴史・文化資源の豊かさ

チ．高齢者・障がい者の

暮らしやすさ

ツ．コミュニティ（近所づきあい等）

テ．総合的にみた地域の

住みやすさ
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居住地域の「満足度」「重要度」の散布図 【鹿本地域】

【維持領域】

現状の施策を

維持していく

【強化領域】

現在の施策を

より強化・推進

していく

【見直し領域】

施策を見直し、新たな

施策を展開していく

【検討領域】

施策内容を検討し、

状況に応じて強化、

又は見直しを図る

※満足度と重要度の数値は、各設問の「満足・重要」を2点、「やや満足・やや重要」を1点、「どちらでもない」を0点、「やや不満・あまり重要でな

い」を-1点、「不満・重要でない」を-2点として算出した得点の平均である

低い ← 【満足度】 → 高い

高
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【
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低
い

1-2 鹿本地域 1）地域の概況と課題 13

【住民意向】
・鹿本地域の「満足度」「重

要度」に関する地域住民の
意向をみると、満足度が低
く重要度が高い「強化領
域」に7項目が属しており、
その中でも「公共交通（バ
スなど）の利便性」は、よ
り施策の強化・推進が求め
られています。

（素案：p79）

 
赤囲み：強化領域の中でも“より強化・

推進”が求められるもの 

資料：R4.7市民意向調査（アンケート）



1-2 鹿本地域 1）地域の概況と課題 14

【地域の魅力】
・都市拠点を補完する地域として、都市機能の集積や市民交流による賑わいの創出を図ることが重要

です。
・菊池川などの親水性、来民商店街の歴史的風情の残る街並み、6次産業化等による特産品など地域

特性が融合した新たな魅力を創出し、道の駅水辺プラザかもとを核として積極的に情報発信するこ
とが重要です。

・基幹産業である農業の振興を図りつつ、交通利便性の優位性を生かした新たな雇用の場の創出を検
討することも重要です。

【暮らし】

・都市拠点を補完する地域として、賑わいや地域活力の創出を図りつつ、自然環境にも配慮したコン
パクトなまちづくりが重要です。

・道路整備や開発動向、都市拠点との土地利用の連坦性等を考慮した計画的な土地利用が重要です。
・多様な世代が安全・安心・快適に暮らすため、居住環境の整備などが重要です。
・拠点及び交流核とのアクセスの充実が重要です。

②地域の主要課題

（素案：p79）



 
 自然と生活が融合し、賑わいと活力を支える地域“かもと” 

 ◆生き生きと活動する地域づくり 
道の駅水辺プラザかもとを核として、豊かな自然や歴史文化を生かした

交流促進を図ることにより、市内外の人々の賑わいと活力を支える地域づ

くりを進めます。 

 ◆暮らしの利便性とゆとりある地域づくり 
自然環境に配慮した計画的な土地利用や居住環境の整備、アクセスの充

実などにより、人口密度や都市機能の確保を図り、賑わいと活力を支える

地域づくりを進めます。 
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（素案：p80）
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【地域拠点】
・国道３２５号を軸として中心市街地と連坦し、一定程度の都市機能が集積する鹿本市民センター周

辺では、周辺地域の暮らしを支える都市機能の立地を誘導し、都市拠点を補完する地域拠点の形成
を図ります。

・なお、地域拠点の中核施設である鹿本市民センターは、図書館や子育て支援施設など複合機能を備
えていることから、市民交流の拠点として、また多様な世代で賑わう拠点として機能の維持・増進
を目指します。

・治安、景観、居住環境、産業基盤の悪化、災害危険度の増大などのリスクを有する空き家や空き店
舗を積極的に活用し、地域拠点における暮らしの質や活力の向上を図ります。

【交流核等】

・本市の東の玄関口としておもてなしの空間を演出するとともに、道の駅水辺プラザかもとを核とし
た特産品や観光資源の情報発信を進めます。

・菊池川が有する多様な機能を生かし、市民や来訪者に親しまれる散策路やレクリエーション機能の
整備を図ることで、親水性に優れた河川空間を創出します。

・特に、道の駅水辺プラザかもとを核として、菊池川、上内田川の親水性を高めることにより、来訪
者が水辺に親しむ機会が創出され、観光交流の機能増進につながることも期待されます。

①生き生きと活動する地域づくり

（素案：80）
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【産業】
・都市活力の向上や雇用の場の創出となる企業誘致に向けて、交通利便性の優位性がより発揮される

国道3２５号沿いを中心に企業用地の適地を検討し、都市基盤整備など操業環境の充実に努めます。
・歴史的風情の残る来民商店街においては、景観に配慮するとともに、商工会など各種団体との連携

を強化し、魅力ある空間の形成と地域活力の向上を目指します。
・農林業従事者、地域住民、関係機関、行政が連携して農林業の活性化に積極的に取り組みます。
・6次産業化等による地域農産物等の販売を強化し、地産地消の推進、農業経営の活性化を図りしま

す。
・なお、特産品開発等においては、生産者、地元高校、住民など多様な主体との連携を図り、魅力あ

るものづくりなどにより地域活力の向上を図るとともに、郷土愛の醸成にもつなげていきます。

（素案：81）
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【土地利用】
・用途地域の指定検討も視野に入れながら、農振法等の活用を原則として、秩序ある土地利用により、

コンパクトなまちづくりを推進します。
・国道325号の4車線化など道路整備に伴う土地利用の改変や山鹿地域との土地利用の連坦性を考慮し、

計画的な土地利用の誘導を目指した都市計画区域及び用途地域の指定の検討を行います。
・都市計画区域及び用途地域の指定を検討する際には、都市拠点の補完という地域特性や、住宅・企

業用地等の確保など山鹿市を取り巻く環境を勘案するとともに、良好な住環境の創出や農業振興、
自然環境の保全などの観点から、適正な土地利用の規制・誘導について検討します。

・市街地周辺の集落地では、営農環境の保全と良好な住環境の形成に向けて、自然環境と生活環境が
調和した土地利用を図ります。

・営農環境の維持・向上を図るとともに、豊かな自然が織り成す良好な景観の保全を図るため、優良
農地の保全・整備を図ります。

・耕作放棄地の発生抑制を図るとともに、人口減少・高齢化がもたらす影響を見越しながら、土地の
利用・管理のあり方を検討します。

・訪れる人が自然とふれあい、安らぎを感じることができる空間として、菊池川や一本松公園をはじ
めとする豊かな自然環境の保全・活用を図ります。

②暮らしの利便性とゆとりある地域づくり

（素案：p81）



1-2 鹿本地域 3）地域づくりの方針 19

【都市基盤施設等】

・居住環境の改善や交流促進に向けて、幹線道路をはじめとした道路の維持・整備を推進します。
・拠点へのアクセス向上や地域防災の観点からも、狭隘道路の改善、道路のバリアフリー化を進めます。
・路線バスやあいのりタクシーなど、地域の実情に応じた公共交通の充実を目指します。
・モビリティ・マネジメントやＭａａＳなど新たな公共交通に関する考え方を取り入れつつ、ＡＩやＩ

oＴなど今後の技術革新を視野に入れ、高齢化や過疎など地域が抱える課題に対応した公共交通のあ
り方を検討します。

・公共下水道及び農業集落排水事業の区域外においては、合併処理浄化槽設置を促進します。
・地域住民の安全で良質な飲用水を確保するため、公営水道区域では水道施設の点検及び更新計画を進

め、公営水道の未普及地域では各組合が管理する小規模水道施設の整備に対する支援を行います。
・公共施設等の長寿命化を計画的に進め、機能拡充など効果的な整備についても検討します。
・菊池川による洪水浸水想定区域では、居住誘導も視野に入れながら、ハード・ソフト対策による安全

性の向上に努めます。
・災害時の活動や復興の拠点となることから、公共施設等の耐火・耐震、防災機能の充実を図るととも

に、防災訓練及び講習会などを通じて地域住民の防災意識の向上を図るなど、自助・共助・公助の連
携による地域防災体制の構築・強化を促進します。

【地域コミュニティ】

・道の駅水辺プラザかもとでの地元特産品等の販売、来民商店街の景観形成など、地域特性やニーズに
応じた質の高い地域づくりを進めるため、住民参画を積極的に促すほか、住民主体の活動支援、新た
な仕組みづくり、連携強化などを図ります。

（素案：p82）
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①生き生きと活動する地域づくり

【地域拠点】
・鹿本市民センター周辺における

都市機能の立地誘導
・鹿本市民センターにおける

市民・世代間交流の機能の維持・増進
・暮らしの質や活力の向上

【交流核等】
・おもてなし空間の演出
・道の駅水辺プラザかもとを核とする

情報発信
・親水性に優れた河川空間の創出と

観光交流の機能増進
【産業】

・企業用地の適地検討と操業環境の充実
・来民商店街における魅力ある空間形成と

地域活力の向上
・農業の活性化
・地産地消の推進、農業経営の活性化

・魅力あるものづくりによる
地域活力の向上と郷土愛の醸成

②暮らしの利便性とゆとりある地域づくり

【土地利用】
・秩序ある土地利用とコンパクトな

まちづくり
・都市計画区域及び用途地域の指定検討

・適正な土地利用の規制・誘導
・自然環境と生活環境が調和した土地利用
・優良農地の保全・整備
・土地の利用・管理のあり方の検討
・豊かな自然環境の保全・活用

【都市基盤施設等】
・道路の維持・整備、狭隘道路の改善など
・公共交通の充実やあり方検討
・合併処理浄化槽設置の促進

・水道施設の点検及び更新計画、小規模
水道施設の整備支援

・公共施設等の長寿命化
・洪水浸水想定区域の安全性の向上
・地域防災体制の構築・強化

【地域コミュニティ】
・住民参画、住民主体の活動支援、新たな

仕組みづくり、連携強化
（素案：p83）



 ■土地利用【鹿央】
面積 割合

（ha） （％）

農地 1,245.4 39.8

森林 1,545.0 49.4

荒地 7.1 0.2

建物用地 239.1 7.6

その他の用地 86.8 2.8

水辺 5.4 0.2

合計 3,128.9 100.0

出典：土地利用細分メッシュ（国土数値情報

農地
39.8%

森林
49.4%

荒地
0.2%

建物用地
7.6%

その他
2.8%

水辺
0.2%
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【概況】
・山鹿市の南部、熊本市などとの市境に位置し、山林や農地な

ど自然豊かな地域が形成されています。
・令和2年時点で市全体の8％程度の3,990人が居住する地域で

すが、人口は減少傾向にあり、高齢化率が41.9％と地域活力
の低下が伺えます。

・本地域に都市計画区域は指定されていません。
・基幹産業である農林業の担い手が不足し、農地や山林の荒廃

が進んでいます。
・山間部が広がる本地域は、土砂災害のリスクが高くなってい

ます。
・北東部を国道3号、南部を九州縦貫自動車道が横断していま

すが、暮らしの観点からみると、南北に走る県道山鹿植木線
が幹線軸となっています。

・肥後古代の森鹿央地区の古墳群や古代ハス園、鹿央物産館を
中心に、自然体験や観光交流にかかる取組が進められていま
す。

①地域の概況等

（素案：p84）



 

ア．日常的な買い物の利便性

イ．就業の場・機会の充実度

ウ．日照・静けさ・景観

など住環境

エ．自然・緑の豊かさ、

美しさ

オ．地域間を結ぶ幹線道路の利便性

カ．身近な生活道路の利便性

キ．歩行者に対する交通安全対策

ク．公共交通（バスなど）

の利便性

ケ．自転車の走りやすさ

コ．公園やスポーツ施設の

充実度

サ．生活排水（下水等）の

充実度

シ．河川の安全性や親しみやすさ

ス．公共施設の充実度

セ．自然災害に対する

安全性

ソ．防犯に対する安心感

タ．歴史・文化資源の豊かさ

チ．高齢者・障がい者の暮らしやすさ

ツ．コミュニティ（近所づきあい等）

テ．総合的にみた地域の

住みやすさ

-2.00

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

-2.00 -1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

居住地域の「満足度」「重要度」の散布図 【鹿央地域】

【維持領域】

現状の施策を

維持していく

【強化領域】

現在の施策を

より強化・推進

していく

【見直し領域】

施策を見直し、新たな

施策を展開していく

【検討領域】

施策内容を検討し、

状況に応じて強化、

又は見直しを図る

※満足度と重要度の数値は、各設問の「満足・重要」を2点、「やや満足・やや重要」を1点、「どちらでもない」を0点、「やや不満・あまり重要でな

い」を-1点、「不満・重要でない」を-2点として算出した得点の平均である

低い ← 【満足度】 → 高い

高
い

←

【
重
要
度
】

→

低
い
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【住民意向】
・鹿央地域の「満足度」「重

要度」に関する地域住民の
意向をみると、満足度が低
く重要度が高い「強化領
域」に11項目が属しており、
その中でも「公共交通（バ
スなど）の利便性」「日常
的な買い物の利便性」は、
より施策の強化・推進が求
められています。

（素案：p85）

 
赤囲み：強化領域の中でも“より強化・

推進”が求められるもの 

資料：R4.7市民意向調査（アンケート）
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【地域の魅力】
・日常生活を支える生活利便施設を整え、穏やかで潤いのある持続可能な地域づくりを進めることが

重要です。
・豊かな自然環境や歴史・文化を生かした体験型の学習や観光など、都市住民との交流による地域活

力の向上を図ることが重要です。
・基幹産業である農林業の振興を図りつつ、交通利便性の優位性を生かした新たな雇用の場の創出を

検討することも重要です。

【暮らし】

・豊かな自然環境と融合した、持続可能でコンパクトなまちづくりが重要です。
・農林業の振興、居住環境の確保及び開発動向等の観点から、土地利用のマネジメントが重要です。
・日々の暮らしの質を維持するため、居住環境の整備などが重要です。
・都市拠点とのアクセスの充実が重要です。

②地域の主要課題

（素案：p85）



 
 自然と歴史・文化に触れ、健やかに活動する地域“かおう” 

 ◆自然と歴史・文化に触れる地域づくり 
肥後古代の森鹿央地区の古墳群や古代ハス園、鹿央物産館などを生かし

て、自然と歴史・文化が融合した体験交流を促進し、市内外の人々が健や

かに活動する地域づくりを進めます。 

 ◆豊かな自然環境と生活が共生する地域づくり 
農地や山林など豊かな自然環境を保全するとともに、これらの恵みを享

受しつつ、生活の利便性確保、連携強化及び居住環境の整備などを図り、

健やかに活動する地域づくりを進めます。 
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（素案：p86）
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【生活拠点】
・鹿央市民センター周辺は、地域の日常生活を支える生活拠点として、既存ストックを有効活用しな

がら公共サービス機能や医療・福祉・商業施設などの生活利便施設の維持・向上に努め、持続可能
でコンパクトな地域づくりを進めます。

【交流核等】

・本市の南の玄関口としておもてなしの空間を演出するとともに、鹿央物産館やＪＡかもとファー
マーズマーケットを核とした特産品や観光資源の情報発信を進めます。

【産業】

・都市活力の向上や雇用の場の創出となる企業誘致に向けて、交通利便性の優位性がより発揮される
国道3号沿いを中心に企業用地の適地を検討し、都市基盤整備など操業環境の充実に努めます。

・農林業従事者、地域住民、関係機関、行政が連携して農林業の活性化に積極的に取り組みます。
・6次産業化等による地域農産物等の販売を強化し、地産地消の推進、農業経営の活性化を図ります。

①自然と歴史・文化に触れる地域づくり

（素案：86）
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【土地利用】
・営農環境の保全と良好な居住環境の形成の両立に向けて、各種法規制による適正な土地利用の誘導

を図ります。
・営農環境の維持・向上を図るとともに、豊かな自然が織り成す良好な景観を守るため、住環境と調

和した土地利用を誘導しながら、優良農地の保全・整備を図ります。
・耕作放棄地の発生抑制を図るとともに、人口減少・高齢化がもたらす影響を見越しながら、土地の

利用・管理のあり方を検討します。
・訪れる人が自然とふれあい、安らぎを感じることができる空間として、肥後古代の森鹿央地区をは

じめとする豊かな自然環境の保全・活用を図ります。
・水源かん養、治山をはじめとする防災対策など、森林が持つ多面的機能の維持・増進を図るため、

森林地域の保全・整備を図ります。

【都市基盤施設等】

・居住環境の改善や交流促進に向けて、幹線道路をはじめとした道路の維持・整備を推進します。
・拠点へのアクセス向上や地域防災の観点からも、狭隘道路の改善、歩車分離の道路整備を進めます。
・路線バスやあいのりタクシーなど、地域の実情に応じた公共交通の充実を目指します。
・モビリティ・マネジメントやＭａａＳなど新たな公共交通に関する考え方を取り入れつつ、ＡＩや

ＩoＴなど今後の技術革新を視野に入れ、高齢化や過疎など地域が抱える課題に対応した公共交通
のあり方を検討します。

②豊かな自然環境と生活が共生する地域づくり

（素案：p87）
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・農業集落排水事業の区域外においては、合併処理浄化槽設置を促進します。
・地域住民の安全で良質な飲料水を確保するため、公営水道区域となった水道施設では点検及び更新

計画を進め、公営水道の未普及地域では各組合が管理する小規模水道施設の整備に対する支援を行
います。

・公共施設等の長寿命化を計画的に進め、機能拡充など効果的な整備についても検討します。
・山間部が広く、土砂災害のリスクが高いことから、治山・治水を推進するとともに、開発規制や建

築物の構造規制、警戒避難体制の整備などを推進します。
・公共施設等の耐火・耐震、防災機能の充実を図るとともに、防災訓練及び講習会などを通じて地域

住民の防災意識の向上を図るなど、自助・共助・公助の連携による地域防災体制の構築・強化を促
進します。

【地域コミュニティ】

・肥後古代の森鹿央地区での自然歴史体験など、地域特性やニーズに応じた質の高い地域づくりを進
めるため、住民参画を積極的に促すほか、住民主体の活動支援、新たな仕組みづくり、連携強化な
どを図ります。

（素案：p87・88）
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①自然と歴史・文化に触れる地域づくり

【生活拠点】
・持続可能でコンパクトな地域づくり

【交流核等】
・おもてなし空間の演出

・鹿央物産館やＪＡかもとファーマーズ
マーケットを核とする情報発信

【産業】
・企業用地の適地検討と操業環境の充実
・農林業の活性化

・地産地消の推進、農業経営の活性化

②豊かな自然環境と生活が共生する地域づくり

【土地利用】
・適正な土地利用の誘導
・優良農地の保全・整備
・土地の利用・管理のあり方の検討

・豊かな自然環境の保全・活用
・森林地域の保全・整備

【都市基盤施設等】
・道路の維持・整備、狭隘道路の改善など
・公共交通の充実やあり方検討

・合併処理浄化槽設置の促進
・水道施設の点検及び更新計画、小規模

水道施設の整備支援
・公共施設等の長寿命化

・治山・治水、開発規制や建築物の構造規制、
警戒避難体制の整備

・地域防災体制の構築・強化
【地域コミュニティ】

・住民参画、住民主体の活動支援、新たな

仕組みづくり、連携強化

（素案：p89）
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・人口減少社会、少子・高齢化の進展、地方分権の進展など社会経済情勢が変化する中、複雑・多様
化するニーズを的確に捉えたまちづくりを進めていくためには、自主・自立の精神のもと、市民や
事業者等がまちづくりに主体的に関わることが重要です。
こうしたことから、行政がその仕組みや体制を整え、協働のまちづくりを推進していきます。
なお、様々な主体が関わるまちづくりにおいては、目指すべき方向性を共有する必要があることか
ら、都市計画マスタープランがその指針となります。

▼基本的な考え方

（素案：93）

・事業者や行政などとの連携を図りつつ、景観づくりや公園管理など身近なまちづくり活動に積極的
に参加するとともに、身近な生活環境の改善など、自らできることを積極的に行います。

〇市民の役割

・市民や行政と連携・協力するとともに、社会的な役割や専門知識の活用という観点から、景観づく
りや地域の活性化などの活動を積極的に行います。

〇事業者等の役割
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【情報提供】
・まちづくりに関する様々な情報の収集を行い、広報誌やホームページ、ＳＮＳなど様々な媒体を活

用しながら、計画段階からなど積極的な情報提供を行います。

〇行政の役割

（素案：93）

【支援の充実】
・市民等が主体の勉強会やまちづくり計画の作成・実現に向けて、段階に応じて適切な助言や専門家

の派遣、助成制度の適用などの支援充実を図ります。

【庁内体制の充実】
・多様なニーズへの柔軟な対応を図るため、庁内関係部局が連携するとともに、横断的な連絡・調整

体制を確立し、総合的かつ効果的なまちづくりを推進します。

【関係機関等との連携】
・まちづくりに関する広域的な連携や調整を図るため、国や熊本県、近隣市町など関係機関等との連

携を強化します。
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・社会経済情勢や将来の見通し、地域特性、計画の熟度、住民意向等を的確に判断しながら、適切な
時期に都市計画の決定・変更を実施します。

〇都市計画の決定・変更

（素案：94）

・都市計画マスタープランは、長期的・総合的な視点から本市の将来像を示し、その実現に向けた大
きな道筋を明らかにしています。
しかし、人口減少・少子高齢社会を迎え、厳しい財政状況の中で、計画策定段階では施策の具体を
全て示すには限界があることから、策定後に適切な政策判断が可能となる弾力性のある計画となっ
ています。
また本計画策定後、山鹿市総合計画や山鹿都市計画区域マスタープランなど上位・関連計画の見直
し、地区レベルでの新たなまちづくり計画やルールの策定も十分に想定されます。
さらに、本市を取り巻く社会経済情勢や地域の状況なども大きく変化することも想定されます。
こうしたことから、次頁のＰＤＣＡサイクルに基づき、本計画で位置づけた施策等を着実に実施す
るとともに、その成果を点検・評価し、改善を図り、必要に応じて計画の見直しを実施します。
また、各段階で積極的な市民・事業者等のまちづくりへの関与も求められます。

〇計画の進行管理
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〇計画の進行管理

（素案：94）

 行政は・・・ 

①計画立案（Plan） 
目標を実現するための計画（区域、施

策、事業等）を立案します。 

 

②施策実施（Do） 
施策やプロジェクト等を実施します。 

併せて、その成果の測定も行います。 

 

③点検・評価（Check） 
指標等に照らし合わせて、成果を点検・

評価します。 

 

④改善（Action） 
点検結果をもとに計画を見直し、改善に

必要な措置を講じます。 

 市民・事業者は・・・ 

①参画（Plan） 
まちづくりへの主体的な意識を持ち、計

画立案段階から参画します。 

 

②活動（Do） 
身近なまちづくり活動、自らできる活動

を積極的に行います。 

 

③気づき（Check） 
普段の生活からまちづくりを意識し、

様々な気づきに努めます。 

 

④提案（Action） 
気づきをもとに、まちづくりに対する自

らの思いを提案します。 
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